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【はじめに】

※外国の人名には原語を用い，活字体で明瞭に書いてください．
※略語は初出時にフルスペルを記載してください．



【方法】（事例報告の場合は，【事例紹介】などに変更してください）

※「対象」，「アウトカム」，「分析」などの小見出しを作成しないでください
※インフォームドコンセント等の倫理上の配慮を必ず記載してください．また倫理審査委員会等での承認番号（ない場合は、承認年月日）を記載してください．



【結果】（事例報告の場合は，【経過】などに変更してください）

[bookmark: _GoBack]※数字は算用数字，数量は国際単位系（SI単位）を用いてください．



【考察】



【利益相反】（無い場合は記載不要）

例）本研究は，「企業名」の研究費で実施された．
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